
最初の実用的プログラム内蔵式コンピュータ EDSAC(1949年）

１９４９年に作られたEDSAC（Electronic Delay Storage Automatic Calculator、「電子遅延記憶式
自動計算機」）は、初期のイギリスのコンピュータ。

世界初の実用的プログラム内蔵式電子計算機であるが、プログラム内蔵方式の世界初の

稼働したマシンではない（Manchester Mark IのプロトタイプであるBabyの方が早い）。


